
コミュニティ・スクールについて

大船渡市総合教育会議
令和３年10月22日（金）



全国の推進状況（令和２年７月１日時点）

・コミュニティ・スクールの数
8,681校（導入率30.7％）

・コミュニティ・スクールを導入している
公立学校設置者数
850市区町村、29道府県

・学校運営協議会の数
8,495協議会

岩手県の推進状況（令和２年７月１日時点)

・コミュニティ・スクールの数
52校（導入率11.5％）

・コミュニティ・スクールを導入している
公立学校設置者数
10市町村

国の動向
平成16年６月に地方教育行政の組織及び運
営に関する法律が改正され、各教育委員会
の判断により、公立小学校、中学校、義務
教育学校に学校運営協議会を設置し、コ
ミュニティ・スクールを導入することが可
能となり、岩手県では平成19年度より導入
が始まった。
平成30年６月には、国の第三期教育振興

基本計画が閣議決定され、令和４年度まで
に全ての公立学校においてコミュニティ・
スクールを導入し、全ての小中学校区にお
いて、地域学校協働活動が推進されること
が目標（努力義務）とされた。

全国のコミュニティ・スクールの学校種別の内訳（令和２年７月１日時点）
学校種別 導入校数 増加数（前年度比） 導入率

幼稚園（こども園含） 237 40 園増 7.8％
小学校 5,884 1,266 校増 31.0％
中学校 2,721 622 校増 29.5％
義務教育学校 76 26 校増 62.8％
高等学校 668 161 校増 18.9％
中等教育学校 3 0 校増 9.1％
特別支援学校 199 72 校増 18.3％
合計 9,788 2,187 校増 27.2％

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）導入の背景
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当市の状況
令和４年度内の市内全小中学校での学校運
営協議会の設置を目指し、教職員の研修や
学校での検討を進めている。



〇コミュニティ・スクール
学校運営協議会を設置した学校

〇学校運営協議会
保護者や地域住⺠、学校活動に
携わる方などより広い関係者が
委員となり、地域と学校が一体
となって学校運営を行う仕組み

〇地域学校協働活動
地域と学校が協働して、学校の
内外で取り組むさまざまな活動

〇文部科学省では、コミュニティ
スクールと地域学校協働活動の
一体的な実施を推進

〇岩手県においては、県独自の学
校外における実践活動として、
従来より教育振興運動を推進。
気仙地区は、運動開始時にモデ
ル地区として先進的にスタート

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは
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岩手県教育委員会

大船渡市教育委員会

①

②

③

学校運営協議会の目的と役割
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３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

○学校運営協議会の趣旨説明
〇学校運営に関する基本方針
の承認（学校経営計画、教育課
程編成など）
○課題などの情報共有
○連携の検討、任用の意見等

〇学校関係者評価
〇次年度の学校運営に関する
基本方針の承認

〇学校運営、支援に関する協議等
課題の共有と改善案、教育活動の連携

•地域住⺠の力を
生かした地域学
校協働活動

•年度の振り返り、
目的の修正、活
動の精査等

•目標の実現、課
題の解決に向け
た方策の検討

•目指す目標やビ
ジョン、課題の
共有 知る

情報共有
考える
熟議

実行す
る協働

振り返
る評価

協
議
事
項

Ａ Ｐ

Ｃ Ｄ

学校運営協議会を活用した学校運営のサイクル

評価・改善

学校運営協議会の運営
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※ 学校運営協議会の開催時期や回数、
協議内容は、各学校で設定



当市の学校と地域の連携 （令和３年度まで）

① 大船渡市学校評議員（地方教育行政の組織及び運営に関する法律）

構 成 各校に地域学校協働本部を設置

組織体制 学校、生涯学習課、中央公民館、地域コーディネーター

活動内容 地域と学校が連携・協働し、子供たちが地域で安心して

健やかに育まれる環境づくり

役 割 学校運営に関する意見を述べることができる
学校の運営の状況等に対し学校評価を行うことができる

会議回数 年１回以上 （実績：１～３回）
委員の数 各学校５名以内（実績：３～５名）
身 分 学校の推薦により教育委員会が任命、非常勤特別職

※ 学校評議員の設置の有無は各教育委員会で判断
教育委員会規則により設置

② 教育振興運動（岩手県独自の制度）

③ 地域学校協働活動（社会教育法）

〇スクールガード配置事業
構 成 希望校にスクールガードを配置
活動内容 スクールバス搭乗、通学路巡回、児童生徒引率

〇学校支援事業
構 成 希望校に学習支援ボランティアを配置
活動内容 授業補助、部活動の支援、環境整備、学校行事支援等

〇体験学習事業
活動内容 小中学生を対象に様々な分野における体験学習

構 成 中学校区単位を実践区とし、地区毎に実践区協議会を
設置

組織体制 会 長：公民館長、PTA会長
事務局：学校
構成員：公民館、学校、PTA、こども園、

民生委員、防犯協会等
活動内容 ノーメディアタイム、親子あいさつ標語コンクール、

救命救急講習会、地域・小中学校合同防災訓練、
凧づくり等

〇家庭教育学級
活動内容 PTA、子どもを対象とした各種講習などを担当

※一部の学校では、地域学校協働活動でありながら、教育振興運動とも位置付け

5コミュニティ・スクールの導入
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当市の学校と地域の連携 （令和４年度以降）

① 大船渡市学校運営協議会

地域

② 地域学校協働活動

〇スクールガード配置事業
希望校にスクールガードを配置（通学路巡回、児童生徒引率）

〇学校支援事業
希望校に学習支援ボランティアを配置（授業補助、部活動の支援、環境整備、学校行事支援等）

地域学校協働本部

学校

〇体験学習事業
小中学生を対象に様々な分野における体験学習

学校と連携・協力し
て活動していただく
地域の方々

〇家庭教育学級
PTA、子どもを対象とした各種講習など

地域学校協働活動に包括する
ノーメディアタイム、救命救急講習、
凧づくり 等

② 教育振興運動

学校評議員は廃止
学校運営協議会に職務を包括する

コミュニティ・スクールの導入

組 織 学校毎に学校運営協議会を設置
役 割 学校運営の基本方針の承認

学校運営、支援に関する協議等
会議回数 年２回以上
委員構成 地域の実情を踏まえて、学校の推薦により

教育委員会が任命
保護者、地域住民、学校運営への協力者等

委員の数 各学校10名前後
身 分 非常勤特別職

※教育委員会規則により設置



学校運営協議会

学校の運営と、その運営に
必要な支援に関して協議

大船渡市教育大綱 基本理念

郷土への誇りに満ち、心豊かに未来を切り拓く人づくり
大船渡市教育振興基本計画 基本方針
豊かな心を育む人づくりの推進

地域に開かれた魅力ある学校づくりの推進

地域

子どもたちが未来を創り出し、生きていく力を育みます

・郷土が育んできた伝統や文化に養われた広い視点をもつ子
・自立して主体的に社会に関わり、将来を切り拓いていく子

学校

家庭

 地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり

連携

地域・学校の
相互理解

学校運営・学
習活動の充実

地域の人材
育成・活性化

安全・安心の
確保

地域学校協働活動

教育振興運動

協働

目指す子どもの姿

地域学校協働活動推進員
（コーディネーター）

↓
学校運営協議会に
委員として参画

大船渡市学校運営協議会の目指す姿
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導入に向けたスケジュール
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令和３年７〜９月 各学校での情報共有、地域との連携の在り方、進め方等の検討
・ 学校運営協議会の目的について校内で共有し、設置に向けたスケジュールの検討
・ 地域との連携について、現状や課題を整理した上で今後の連携の在り方や活動を検討
・ 学校の特色や、地域との連携を踏まえた今後の学校運営の在り方と、それを実現するための

学校運営協議会委員の構成等について検討
※各学校の検討状況や課題は小中学校⻑会議等において全体で共有し、進捗を図っている

令和３年10月以降 市⺠への周知、地域や関係者への説明や共有
・ 広報等で制度概要を周知した後、随時、市⺠へ情報提供
・ 学校運営協議会に関係する地域、保護者等に、教育委員会及び学校から制度等について説明
・ 各学校における学校運営協議会委員候補者の選定
・ 各学校の目指す姿を地域と共有（コロナ禍により次年度以降となる可能性あり）

令和４年４月以降 学校運営協議会の設置
・ 準備が整った学校から、順次、教育委員会より学校運営協議会委員を任命
・ 各学校での学校運営協議会の開催



参考：当市の学校と地域の連携活動事例

吉浜小学校学校だより令和３年７月８日号

9盛小学校学校だより令和３年８月25日号


